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日本の説話文学に関する研究

私は、日本の中世や近世の
（１）口頭で語られていた説話・物語
（２）口頭で語られることに擬されて書かれている説話・物語
（３）口頭で語られていた影響が推定される説話・物語の文体
の３点に関心があります。
　これまでは中世の説話文学を中心に研究してきました。例えば、鎌倉時
代の説話集『宇治拾遺物語』を考察したことがあります。
　最近は、笑い話への関心が強くなりまして、落語家の元祖ともいわれ
る、安楽庵（あんらくあん）策伝（さくでん）が書いた『醒睡笑（せいすい
しょう）』を楽しく読んでいます。笑い話の歴史を考えてみたいという思
いから、自分なりに下手な落語を覚えて演じてみたり、面白い昔話を
語ってみたりしながら、説話・物語の意味を実感として掴んでみたいと
願い、試行錯誤をしています。

２つの説話文学の研究事例をご紹介します。

（１）中世の地震伝承、特に「龍神が地震を起こした」とする説に関する研

究。

　日本の地震を起こすと見なされた生き物の研究では、龍（中世）からナマ

ズ（近世）へという認識上の歴史的変化が指摘されてきました。ですが、こ

の通説には疑問があります。龍の説が、日本中世の地震観といえるほどに

普遍性を持ち得ていたとは考えられないからです。実は、これまでの研究

でとりあげられた貴族の日記や歴史書に見える龍の説のほとんどの事例

は、占術の偶発的な判定結果であることがわかりました。龍の説は、地震

占いのいろいろな説（帝釈天、火神など）の内の一説に過ぎません。龍のみ

が時代を代表する認識とは言い難いので、これからは中世の地震観につ

いては異なる見方を提示する必要が出てきました。私は、中世の宗教やそ

の影響を受けて作られた物語の世界で頻繁に語られた、「堅牢地神（けんろ

うちしん）」という仏教の大地神の影響力が重要であると考えています。

（２）『平家物語』の陰陽師に関する研究。

　『平家物語』には、安倍晴明の子孫、「安倍泰親（やすちか）」という陰陽師

が何度も登場し、華々しい活躍が描かれます。一方で、同時代の「時晴（と

きはる）」という陰陽師は、失態を犯した姿が一度だけ、しかも泰親と対比

される場面で描かれています。それでは、どうして対照的な人物像が生ま

れることになったのでしょうか。その理由は、陰陽師たちの熾烈な流派争

いに求められます。泰親のグループと、時晴のグループはライバル関係に

ありました。殊に泰親のグループは、色々と説話を創り出しては口頭で語

り、貴族のあいだでみずからの流派の正統性の主張と他流派の批判を繰

り返していたのです。すなわち『平家物語』の陰陽師説話は、泰親グループ

の影響を受けていることがわかったのです。

むかし、落語会や落語教室を行ったとき

の写真です。
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